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製品詳細

リセット：充電中は自動的に電源が切れ、電源を入れた後は充電しながら使用できます。

電源のオン/オフ使用する前に充電してください
基本操作

電源オン
音声プロンプトとともに青いライトが点滅するまで
押します。電源を入れると、スタンバイモードで青い
ライトがゆっくり点滅します。

「電源を切る」という音声プロンプトが聞こえるま
で、<機能ボタン> + <音量 -> を長押しします。

シャットダウン

青いライトがゆっくり点滅 インジケーターライトがオフ
"電源を切る""Di, Di, Di, Di, Di"

バッテリー残量低下プロンプト

電池残量が少なくなると、赤いライトが素早く 2 回
点滅し、「電池残量が少なくなっています」という音声
プロンプトが流れます。バッテリーの残量が極端に

少なくなると、デバイスは自動的にシャットダウンします。

バッテリーの問い合わせ: Bluetooth 経由で携帯電話に接続すると、携帯電話にバッテリーのアイコンが表示されます。

充電表示

USB充電を使用している場合、赤いライトが
常に点灯します。

満水になると赤いライトが消えます。

音量- ボリューム+機能ボタン

LEDライト

青
赤



次に、<プラス記号キー>/<マイナス記号キー>を短
く押してオプションを移動します。音声で現在のオプ
ションがアナウンスされ、<ファンクション キー>を
短く押してオプションを実行します。

<プラス記号> + <マイナス記号> キーを同時に
約 1 秒間押し続けると、メニュー オプションが開
き、「メニューを開く」という音声プロンプトが表示
されます。

"メニュー"

"現在のオプション"

選択する数値がある場合は、<プラス記号キー>/<マ
イナス記号キー>を押し続けて値を選択し、<ファン
クション キー>を長押ししてメニューを終了します。 
「Exit the」という音声プロンプトが表示されます。メ
ニュー"。

選択する数値がない場合、オプションは直接実行され、メニューは自動的に終了します。

「終了メニュー」

メニューの選択

青いライトが点滅

3

メニューの選択

注(1)：メッシュインターコムがONの場合のみ選択可能です。

数値 なし なし

デフォルト設定を復元する メッシュチャンネル（1） リッスンメッシュペアリング

1～5

青いライトが点滅

青いライトが点滅

赤と青のライトが交互に点滅するまで <
ファンクション キー> を押し続けて (約 5 
秒)、携帯電話のペアリングに入ります。
赤と青のライトが交互に点滅します

1

4

2 3初めて SafeRiding モバイル 
APP をダウンロードしてイン
ストールします。

APPを開き、右上隅のBluetoothアイコンをク
リックすると、インターフェイスに見つかった
インターコムデバイスの名前が表示され、接
続するインターコムデバイスの名前を選択し
、クリックして接続します。
 (IOS システムは、携帯電話のペアリングを
再度開始し、システム設定 -> Bluetooth に移
動し、オーディオ Bluetooth を接続する必要
があります)

次回使用するときは、APP を開いて右上隅の Bluetooth アイコンをクリックし、
ペアリングされたデバイスからトランシーバーに接続します。

APPは、インターコムグループ、音楽制御、FM制御、シャットダウン、認
証クエリおよびその他の機能を提供します。モバイルアプリ

5s



メッシュインターコム使用時、＜ファンクションキー＞＋
＜プラスキー＞をクリックしてマイクをミュートにし、自
分の声が他人に伝わらないようにすることができます。

<音量 + >+<機能ボタン> を押してミュ
ートを解除します。

注: メッシュ インターコムにのみ有効です。

「マイクミュート」

「マイクのミュートを解除」

メッシュインターホン機能

特徴：最大4人で通話可能、合計5チャンネル。聞き役として
参加し、話さずに聞いて会話に参加する場合、人数に制限
はありません。 

マイクミュート

共通サウンド機能
（メッシュ有効時、Bluetooth音楽を同時再生可能）

メッシュインターコムは、マルチホップ技術（通信周波数470
～488MHz）を備えたメッシュネットワークインターコムで、多
数のインターコムを備え、場所に制限されず、従来のチェーン
型インターコムよりも優れた有効範囲内で人々が移動できま
す。 Bluetooth インターコムは、伝送距離が長く、耐干渉性も
優れています。

そのうちの 1 つをペアリングしたサーバーとして選択し、
<機能ボタン> を押すと、ビープ音が鳴り、赤色のライトと
青色のライトが交互に点滅します。

まず、すべてのデバイスがインターコムのペアリ
ング状態に入り、プロンプトが聞こえ、赤色のライ
トと青色のライトが交互に点滅するまで、<音量 + 
>+<機能ボタン> を長押しします (約 5 秒)。

「メッシュペアリング」

"とともに"

マッチメイキングサーバー

しばらく待って、すべてのインターコムから「チャンネル n」というプロンプトが聞こえます。
この時点で、お互いに話し、お互いの声を聞くことができます。

メンバーとしてのペアリング手順：

赤と青のライトが交互に点滅します

赤と青のライトが交互に点滅します

5s



4

インターコムをオフにせずにデバイスの電源をオフにした場合、次回電源を入れるとインターコムは自動的に復元されます。

インターホン再接続 MESHインターホンを閉じる

他の無線機がチームを形成している場合、それらをペアにしてチームのリスニングの役割を果たすことができます。

「メッシュシステムリスニングモードペアリング」

"ビープ"

「メッシュシステムリスニングモードペアリング」

しばらく待ってから、すべてのインターコムから「ペアリング成功」というプロンプトが聞こえます。
もう一度待って、インターコムから「チャンネル n」というプロンプトが聞こえます。

これは、インターコム ネットワークに参加し、インターコムを実行できることを示します。

トランシーバーのペアリング プロセスでは、リッスンの役割が使用されます。

3

マッチメイキングサーバー

マッチメイキングサーバー

赤と青のライトが交互に点滅

赤と青のライトが交互に点滅

ペアリングするトランシーバーを手に取り、リスニング モー
ド ペアリングに入り、メニューを開き (マニュアルの 3 ペー
ジのメニューの説明を参照)、メッシュ リスニング モード ペ
アリングを選択すると、「メッシュ システム リスニング モー
ド ペアリング」というプロンプトが表示されます。
注: 参加していないマシンは、サーバー経由でのみ再度参
加できます。

ペアリングしたトランシーバーを手に取り、リスニング モー
ド ペアリングに入り、メニューを開き (マニュアルの 3 ペー
ジのメニューの説明を参照)、メッシュ リスニング モード ペ
アリングを選択します。「メッシュ システム リスニング モード 
ペアリング」というプロンプトが表示され、赤色のライトと青
いライトが交互に点滅します。

もう一度＜ファンクションキー＞を短く押すと「ピー」という
音が鳴り、赤と青のライトが交互に点滅します。

インターコムチャンネル切り替え

メッシュ インターコムをオフにするには、<
ファンクション キー> + <プラス キー> を押
し続けます (約 1 秒)。「メッシュ システムは
シャットダウンされています」というメッセ

ージが表示されます。

次回電源を入れるときは、<ファンクション キ
ー> + <プラス キー> をクリックすると、「メッ
シュ システムに入る」というメッセージが表示
され、しばらくすると「チャンネル n」というメ
ッセージが表示され、通話できるようになりま
す。このグループがリスニングの役割で参加
している場合は、「リスニング モード」を選択
するよう求められます。インターホンをオフに
せずに電話機をシャットダウンした場合、次
回インターホンの電源をオンにしたときに、
インターホンは自動的に再開されます。

合計 5 つのチャネルがあり、メニューを
通じて変更できます (マニュアル メニュ
ーの 3 ページを参照してください。変更
を選択できるのはメッシュ インターコ
ム中にのみです)。チーム全体の必要に
応じてチャネルを切り替えることができ
ます。通話とインターコムに同じチャネ

ルを維持します。
信号が不安定な場合は、チャネルを切り
替えるとより良い通話結果が得られます

。
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このトランシーバーは、携帯電話への接続、曲の再生や通話、音声アシスタントの起動をサポートして
います。同時に接続される最大 2 台の携帯電話をサポートします。

電話機の電源を入れた後、赤と青のライト
が交互に点滅し、「電話機のペアリング」と
いう音声プロンプトが流れるまで、<ファン
クション キー>を押し続けます（約 5 秒）。

携帯電話の Bluetooth 経由で「AiH2」
という名前のデバイスを検索し、
クリックしてペアリングします。AiH2

接続に成功しました。

Bluetooth と携帯電話の再接続

電話に出る

電話がかかってきたら、

<ファンクションキー>
をクリックします。

電源を入れると、最後に接続した Bluetooth 
携帯電話に自動的に接続されます。
接続がない場合は、<ファンクションキー>を
クリックすると、最後に接続したBluetooth
携帯電話に再度接続します。

現在のバッテリー残量は携帯電話のBluetoothアイコンに表示されます
(携帯電話HFPへの接続が必要です)

ブルーライトがゆっくりとダブルフラッシュします 「ペアリング成功」

携帯電話のペアリング

携帯電話制御

赤と青のライトが交互に点滅
「携帯電話のペアリング」

5s
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通話を拒否する

電話の優先順位

電話がかかってきたら
＜ファンクションキー＞
を約1秒長押し

通話中に<ファンクション
キー>をクリック

電話がかかってくると、Bluetooth 音楽、
FM ラジオ、インターコムが中断され、電話を切ると再開されます。

音声アシスタント

音楽コントロール

スタンバイ中または音楽再生中に、
携帯電話のサポートが必要な <ファンクション キー>を長押しします。

再生/一時停止 前の作品 次のトラック

音楽の再生 ボリュームダウン 音量の増加

電話の着信 割り込み 電話を切る 回復する

音楽 インターホン 音楽 インターホンFM FM

スタンバイ中または音楽再生
中に＜ファンクションキー＞
を素早くダブルクリック

リダイヤル中に＜ファンク
ションキー＞をクリック

電話を切る 電話のリダイヤル リダイヤルをキャンセルする

音声アシ
スタント

「音楽をオンにして」

「歌に音楽を」

「次の音楽」

「ヘルキーズに電話して」

「ナビゲーションを開く」
<ファンクションキー>を1秒間長押しすると、
音声アシスタント機能がオンになります。

1s

1s

1s 1s
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B ボタン

A ボタン

ボリューム+

マイナスキー

電話ボタン

Bボタン

ハンドル EUC (オプション)
キーの説明

ボタン

FMボタン

Cボタン

ボタン アクション 関数

ボリューム+

短押し

短押し

短押し

短押し

長押し

長押し

長押し

長押し

長押し

ダブルクリック

短押し

ダブルクリック

ダブルクリック

ダブルクリック

ダブルクリック

短押し

短押し

長押し

ダブルクリック

超長押し

Cボタン

FMボタン

マイナスキー
+

FM ボタン

マイナスキー

電話ボタン

ボタン

アクション 関数

長押しするとMESHインタ
ーホンがオフになります

長押しするとMESHインタ
ーホンがオフになります

音楽共有の開始/終了

なし

なし

なし

なし

なし

コントローラーのペアリ
ング記録をクリアする

最後のコードの再生

電話がかかってき
たら着信を拒否

する音声アシスタント

01. 電話がかかってきたら
       応答する
02. 通話中、電話を切ります 
03. 音楽の再生/一時停止 
04. 携帯電話が接続されて
いない場合 最後に接続した
携帯電話を接続します

01. オープンメッシュ
       インターホン
02. メッシュが接続されている
       場合、マイクはミュート
      /ミュート解除されます

01. オープンメッシュ
       インターホン
02. メッシュが接続されている
       場合、マイクはミュート
      /ミュート解除されます

音楽再生中に前の曲

音楽再生中に次の曲

インターホン音量プラス/
音楽ボリュームプラス/

なし

インターホンの音量を下
げる/音楽の音量低下/

なし
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赤と青のライトが交互に点滅
「リモコンのペアリング」

赤と青のランプが点灯するまで

「ペアリングに成功しました」

EUCペアリング

赤と青のライトが点灯するまで、ハンドルの 
< FM ボタン >+ < 音量 - > を約 5 秒間押し続けて、
レコードをクリアします。

メニューで操作する

EUCのいずれかのボタンをクリックします

ペアリング成功

（2分以内にペアリングが成功しない場合はペアリングを終了します）

どれでも
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USB データ ケーブルを使用して製品をコンピュータに接続し、「EJEAS Upgrade.exe」
アップグレード ソフトウェアをダウンロードして開き、「アップグレード」ボタンをクリックしてアップグレード

を開始し、アップグレードが完了するまで待ちます。
注: アップグレードには、製品に標準付属するデータ ケーブルを使用する必要があります。

ファームウェアのアップグレード

音楽の共有
携帯電話で再生した音楽を Bluetooth 経由で他の機器に共有する この機能は、
2 台の携帯電話を同時に接続している場合は使用できません。

ホストとスレーブは <ファンクション キー> + <マイナス キー> 
を同時にクリックして、音楽共有検索接続状態に入ります。

1 台のトランシーバーをマスターとして携帯電話に接続
し、もう 1 台をスレーブとして使用します。

“音楽の共有”

<ファンクションキー> + <マイナスキー> をもう一度
クリックして、音楽共有を終了します。

“音楽共有接続が切断されました”

接続が成功すると、ホストの携帯電話の音楽を再生できるようになり、
スレーブのスピーカーでも音楽を再生できます。
“音楽共有接続が成功しました”


